
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
忘
年
会

会
費
以
上
に

飲
ま
な
く
ち
ゃ
）
（
お
も
て
な
し

し
て
は
い
る
け
ど

出
世
な
し) 

（
タ
ン
ス
か
ら

服
を
出
す
た
び

サ
イ
ズ
小
）
（
ボ
ー
ナ
ス
に

つ
い
て
ほ
し
い
よ

体
脂
肪
）

四
役
全
員
が
出
席
し
、
磯

田
市
長
に
要
望
書
を
提
出

し
た
。

提
出
に
あ
た
り
横
澤
副

議
長(

政
策
福
祉
担
当)

が
、
８
分
野

23

項
目
の

要
望
事
項
か
ら
７
点
に
つ

い
て
要
望
趣
旨
を
強
調
し

た
。

▼
雇
用
・
労
働
政
策

働
き
方
改
革
関
連
法
の

施
行
に
係
わ
り
、
長
時
間

労
働
に
つ
な
が
る
商
慣
行

の
見
直
し
と
取
引
の
適
正

化
を
は
か
る
た
め
、｢

労

働
時
間
等
設
定
改
善
法
」

「
労
働
時
間
等
設
定
改
善

指
針｣

の
周
知
徹
底
を
図

ら
れ
た
い
。
ま
た
、
就
職

氷
河
期
世
代
の
良
質
な
雇

用
・
就
労
機
会
の
実
現
に

向
け
て
適
切
な
支
援
等
を

求
め
た
い
。

▼
経
済
・
産
業
政
策

外
国
人
労
働
者
の
増
加

が
予
想
さ
れ
る
が
、
す
べ

て
の
労
働
者
が
安
心
し
て

働
く
こ
と
が
で
き
る
環
境

整
備
に
努
力
さ
れ
た
い
。

▼
社
会
保
障
、
医
療
、
福

祉
政
策

女
性
医
療
従
事
者
が
妊
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副
議
長
、
番
場
副
議
長
、

猪
股
副
議
長
、
小
林
事
務

局
長
と
長
事
務
局
次
長
の

午
前

11
時

30
分
に
矢

島
議
長
の
ほ
か
横
澤
副
議

長
、
羽
賀
副
議
長
、
小
堺
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月
４
日
開
催
さ
れ
る
。

応
え
る
こ
と｣｢

各
組
織
の

情
報
共
有
を
し
っ
か
り
行

う｣

等
と
述
べ
た
。

委
員
会
で
は
、

19
年

末
一
時
金
要
求
・
妥
結
状

況
、
特
定
最
低
賃
金
と
審

議
結
果
に
つ
い
て
報
告
さ

れ
た
。

ま
た
、
人
事
院
勧
告
と

給
与
改
定
の
状
況
に
つ
い

て
自
治
労
か
ら
報
告
を
受

け
た
。

審
議
事
項
で
は
、
連
合

新
潟
２
０
２
０
春
季
生
活

闘
争
方
針(

案)

に
つ
い
て

協
議
し
た
。
次
回
は
、
２

こ
の
中
で
中
越
地
域
協

議
会
の
担
当
副
会
長
は
、

山
崎
副
会
長
、
砂
長
副
会

長
、
五
十
嵐
副
会
長
に
決

定
し
た
。

連
合
新
潟
第
１
回
労
働

条
件
委
員
会
が
、

12
月

４
日(

水)

午
後
１
時

30

分
か
ら
新
潟
市
・
勤
労
福

祉
会
館
で
開
か
れ
た
。

小
熊
委
員
長(

副
会
長)

は
開
催
に
あ
た
る
挨
拶

で
、｢

組
合
員
の
期
待
に

▼
防
災
・
ま
ち
づ
く
り
・

交
通
運
輸
政
策

公
共
交
通
維
持
に
向
け

運
転
手
な
ど
の
人
材
確
保

を
事
業
者
と
協
力
し
て
進

め
ら
れ
た
い
。

▼
教
育
政
策

貧
困
の
世
代
間
連
鎖
を

止
め
る
た
め
に
学
校
運
営

経
費
の
拡
充
、
学
校
経
費

の
徴
収
に
公
会
計
処
理
を

進
め
ら
れ
た
い
。
幼
児
教

育
・
保
育
の
無
償
化
に
つ

い
て
、
市
の
財
政
負
担
が

生
ず
る
が
、
他
の
子
育
て

支
援
・
教
育
予
算
が
減
額

さ
れ
る
こ
と
が
な
い
よ
う

に
さ
れ
た
い
。

こ
れ
ら
の
内
容
に
つ
い

て
磯
田
市
長
か
ら
認
識
や

課
題
等
が
述
べ
ら
れ
た
。

ま
た
、
他
の
課
題
等
の
意

見
が
交
換
さ
れ
た
。

提
出
し
た
要
望
に
つ
い

て
、
後
日
文
書
で
回
答
す

る
こ
と
と
さ
れ
た
。

生
活
闘
争
基
本
構
想
な
ど

が
協
議
決
定
さ
れ
た
。

娠
出
産
を
機
に
退
職
す
る

こ
と
が
な
い
よ
う
、
院
内

保
育
の
充
実
な
ど
支
援
策

を
強
化
さ
れ
た
い
。

▼
人
権
・
男
女
平
等
政
策

女
性
・
子
ど
も
・
Ｌ
Ｇ

Ｂ
Ｔ
を
は
じ
め
と
し
た
マ

イ
ノ
リ
テ
ィ
に
対
す
る
あ

ら
ゆ
る
暴
力
・
差
別
・
人

権
侵
害
の
防
止
に
向
け
、

必
要
な
相
談
体
制
を
整
備

さ
れ
た
い
。

連
合
新
潟
第
１
回
執
行

委
員
会
が
、

11
月

26
日

(

火)

午
後
１
時

30
分
か

ら
万
代
シ
ル
バ
ー
ホ
テ
ル

で
開
か
れ
た
。

牧
野
会
長
は
開
催
の
挨

拶
で
、
桜
を
見
る
会
等
の

国
政
と

20
春
季
生
活
闘

争
等
に
つ
い
て
触
れ
た
。

会
議
で
は
、
女
性
委
員

会
選
出
執
行
委
員
、
青
年

委
員
会
選
出
執
行
委
員
、

２
０
２
０
～
２
１
年
度
連

合
新
潟
専
門
委
員
会
の
設

置
等
や
副
会
長
の
地
協
担

当
制
等
や
２
０
２
０
春
季

連
合
中
越
地
協

８
分
野
23
項
目
に
つ
い
て
要
望
事
項
を
取
り
ま
と
め
る
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連
合
中
越
地
協
は
、
12
月
５
日(

木)

に
磯
田
長

岡
市
長
を
訪
ね
、
20
年
度
長
岡
市
予
算
に
関
す
る

｢

市
政
要
望
書｣

を
提
出
し
た
。
提
出
に
あ
た
り
横

澤
副
議
長(

政
策
福
祉
担
当)

か
ら
、
新
た
に
要
望

し
た
事
項
等
を
説
明
し
た
。

連
合
新
潟
第
１
回
執
行
委
員
会

専
門
委
員
会
の
設
置
等
を
決
定
す
る

｢

対
岸
の
火
事｣

と
い
う
言
葉

が
あ
る
。
こ
れ
は
、｢

ど
こ
か

で
何
か
大
変
な
こ
と
が
起
こ
っ

て
も
、
自
分
に
は
痛
く
も
痒
く

も
な
い
か
ら
関
係
が
無
い｣

と

い
う
意
味
が
あ
る
▼
私
は
も
の

づ
く
り
の
工
場
で
働
い
て
い
る

が
、
私
た
ち
が
働
く
職
場
で
は

大
型
の
設
備
な
ど
を
扱
っ
て
お

り
、
そ
う
し
た
設
備
は
正
し
い

使
い
方
や
し
っ
か
り
と
し
た
手

順
で
作
業
を
し
な
け
れ
ば
、
重

大
事
故
や
大
怪
我
に
繋
が
る
危

険
が
あ
る
▼
事
故
や
怪
我
が
発

生
し
た
場
合
、
そ
の
発
生
原
因

を
究
明
し
て
二
度
と
同
じ
事
が

発
生
し
な
い
よ
う
対
策
を
立
て

て
実
行
に
移
す
。
自
社
の
事
象

だ
け
で
な
く
、
他
の
会
社
な
ど

で
起
き
た
事
な
ど
も
原
因
や
対

策
を
共
有
し
て
災
害
防
止
を

図
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
立
て

ら
れ
た
対
策
を
作
業
者
み
ん
な

が
実
践
し
て
い
れ
ば
、
同
じ
よ

う
な
事
故
や
怪
我
は
起
こ
ら
な

い
は
ず
で
あ
る
。
だ
が
、
同
じ

よ
う
な
事
故
や
怪
我
は
繰
り
返

さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
何
故

か
？
▼
多
く
の
人
に
と
っ
て
、

他
人
が
経
験
し
た
事
は｢

対
岸

の
火
事｣

で
あ
り
、
自
分
は
そ

ん
な
事
故
は
起
こ
さ
な
い
。
自

分
は
怪
我
を
し
な
い
。
と
思
っ

て
い
る
か
ら
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
▼
先
回
の
東
蔵
王
２
で
も

取
り
上
げ
ら
れ
て
い
た
が
、
12

月
１
日
か
ら
改
正
道
路
交
通
法

が
施
行
さ
れ
、｢

な
が
ら
運
転｣

に
対
す
る
罰
則
が
厳
罰
化
さ
れ

た
。
そ
し
て｢

あ
お
り
運
転｣

に

つ
い
て
も
厳
罰
化
を
求
め
る
声

が
高
ま
っ
て
お
り
、
免
許
停
止

処
分
も
視
野
に
入
れ
た
法
改
正

の
動
き
が
本
格
化
し
て
い
る
と

い
う
▼
こ
う
し
た
法
改
正
は

｢

な
が
ら
運
転｣

や｢

あ
お
り
運

転｣

に
よ
っ
て
、
本
人
や
大
切

な
家
族
・
友
人
な
ど
が
被
害
に

遭
わ
れ
た
方
た
ち
の｢

声｣

が

｢

形｣

と
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。

｢

な
が
ら
運
転｣

や｢

あ
お
り
運

転｣

に
関
連
し
た
事
故
な
ど
を

度
々
テ
レ
ビ
の
報
道
や
新
聞
で

目
に
す
る
が
、
け
っ
し
て｢

対

岸
の
火
事｣

で
は
な
い
。
私
も

今
回
の
法
改
正
を
機
に
自
分
の

運
転
を
見
つ
め
直
し
た
い
と
思

う
。 

幹事(教宣伝文化部)

米持信也≪№335≫

   東蔵王２

連
合
新
潟

第
１
回
労
働
条
件
委
員
会
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サ
ラ
リ
ー
マ
ン
川
柳
（
ク
リ
ス
マ
ス

意
味
も
な
い
の
に

早
帰
り
）
（
依
存
症

父
は
お
酒
で

子
は
ス
マ
ホ
）
（
デ
パ
ー
ト
で

バ
ー
ゲ
ン
よ
り
も

い
す
さ
が
し
）
（
豪
邸
の

チ
ラ
シ
に
足
の
せ

爪
を
き
り)
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11月26日（火）に第12回連合中越地協小

千谷支部定期総会が小千谷市のプラザ片山

にて開催されました。

総会では、連合中越地協副議長

横澤様をはじめ小千谷市議会議員

長谷川有里様、ろうきん小千谷支店

長 近藤様、こくみん共済ＣＯＯＰ

中越支所長代理 菊池様よりご祝辞

を頂いた後、１年間の活動総括と2020年度の支部活動及び

新役員・予算の承認を頂きました

総会の最後には今期から役員を引き継いだ、須田新支部

長のご発声のもと、「団結ガンバロー！」で締めくくりま

した。その後は 別室に移り懇親

会を行い、2020年度も小千谷支部

らしく、地域に根ざした活動に取

り組むことを全員で確認しまし

た。
  

第 12回南魚沼支部総会を12月12日
（木）に 開 催

しました。

連合中越地域協議会の小堺副

議長をはじめ、今年４月に行わ

れた新潟県議会議員選挙で連合

新潟が推薦し初当選された樋口

秀敏議員など、来賓の方々から

ご祝辞をいただきました。報告

事項、審議事項はいずれも原案どおり承認され、来年度も

支部の活動を活発に進めていくことを全会一致で確認しま

した。

最後に原澤副支部長の団結ガ

ンバローで総会を締めくくり、

終了後には引き続き同会場にて

懇親会を開催し、単組間の意見

交換や交流を深めることができ

ました。

南魚沼支部

   12月3日（火）サンクロス十日町にお
いて、連合十日町支部の第12回定期総会

を開催しました。
山口支部長は開会のあいさつで、連合が新たな行動指針

となるスローガン「私たちが未来を変える～安心社会に向け

て～新たな運動の構築と更なる地域運動の展開」を紹介し、
支部活動への理解と協力を求め

ました。来賓として小林連合中
越地協事務局長、出口十日町地
域退職者連合会長、梅谷国民民

主党県連代表代理の塚田上越事
務所長、今井労働金庫十日町支

店長、豊田こくみん共済新潟推進本部中越支所長が挨拶し、
太田十日町市議会議員のメッセージが紹介されました。

総会では2019年度活動報告、会計収支報告、会計監査報
告を承認し、支部運営規則の一部改正、2020年度方針、予
算、次年度役員を拍手で承認しました。また、10年間支部長

を務めた山口さんが退任し、庭野文男副支部長（ＪＡＭ宇都
宮労組）が支部長に就任しました。その、庭野新支部長の音

頭で団結ガンバロウを三唱して総会を締めくくりました。

終了後には、山口さんに
花束贈呈のサプライズがあ

り、驚きと感激を表してい
ました。連合十日町支部は

新しい体制で、新年度は地

域に根ざした活動を目指し
ます。

十日町支部

北魚沼支部の総会は、１１月２８日

（木）、魚沼市の小出郷福祉センターで開
催され、７単組から代議員が出席しました。また来賓とし
て、中越地協の羽賀副議長から参加いただきました。

１年間の活動報告では、２か月ごとに幹事会を定例開催
してきたこと、この間取り組めていなかった平和事業を実
施したこと、参議院議員選挙での取組などが成果として強
調され、次年度の運動方針については、この成果の上に

立って、さらに活動の幅を広げていきたい、と提案されま
した。

魚沼市職労から、来年５月の連休に魚沼市役所が引っ越

し作業が集中するため、メーデーの開催日について配慮し
てほしいという発言があり、今後丁寧に

に協議することが確認されました。

報告、方針ともに、賛成多数の拍手で
承認されました。そして新役員を選出

し、山本支部長の音頭で「団結がんばろ
う」を行い、閉会しました。

小千谷支部

北魚沼支部

新年度の活動を開始

各支部総会特集

12月5日（木）に見附市のホテルつるやにて

第14回見附地区支部総会を開催しました。

最初に火山支部長からの挨拶から始まり、来賓の連合中越地域

協議会 矢島議長をはじめ、衆議院議員菊田事務所 相墨武人様、

新潟県議会議員 小泉勝様、見附市議会議員 佐々木志津子様、よ

りご祝辞と激励の言葉を頂きました。

  2019年度活動報告、会計決算報告、会計

監査報告を承認した後、 2020年度活動方

針（案）、会計予算（案）の説明をし、賛

成多数で承認されました。

終了後の懇親会にて労金長岡エリア統括

店長 村山義則様、全労済中越支所長 豊田

匡潔様より

祝辞と激励をいただきました。

懇親会中は新旧役員の挨拶と出

席単組の役員の挨拶を織り交ぜな

がら、単組間の意見交換や交流を

深めることができ、2019年度を締

めくくるとともに、2020年度のス

タートを切ることができました。

見附支部


